
7年度
(参考)

6年度※

こども病院 ◎ 3 3（→4）
○ １日当たり入院患者数、病床利用率、ＰＩＣＵ利用率及びＮＩＣＵ利用率は目標値を下回ったが、新規入院患者数は前年度より増加する等、それ以外の指標も目標値を上回るととも
に、レスパイトの受け入れ拡大や臓器提供施設としての役割を果たすなど、小児総合医療施設として求められる役割を果たしていると判断し、自己評価は「３」とする。

市民病院 ◎ 3 3（→4）
○ 様々な課題に取り組みながら、高度専門医療・救急医療の安定的な提供に取り組み、目標値については全て達成できたことで、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価
は「３」とする。

こども病院 4 3（→4）
○ 新規紹介患者数、オープンカンファレンス回数及び退院支援計画件数の指標で目標値以上となるとともに、オープンカンファレンス等を通じた地域の医療従事者等への教育研修
を実施するほか、年末年始の一次救急を初めて受け入れるなど、小児救急医療の提供で地域医療への貢献を果たし、年度計画を上回って実施していると判断し、自己評価は「４」とす
る。

市民病院 3 3（→4）
○ 逆紹介率、退院調整件数以外は目標値を下回ったが、連携先医療機関への積極的な訪問や、退院前カンファレンスの充実、医師が同乗した迎え搬送の着実な実施など、年度計画
を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

こども病院 3 3（→4）
○ 関係機関と合同の消防訓練や地震発生直後の初動期における大規模災害訓練を行うほか、必要在庫の確保、外部研修への派遣による危機対応能力を持った職員の育成、施設設
備の点検を行い、災害発生時の万全な対応に備えるなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

市民病院 3 3（→4）
○ 博多消防署や福岡検疫所、福岡市保健所などの関係機関と各種合同訓練を実施するとともに、救急・災害医療の研修会への講師派遣といった活動を推進するなど、年度計画を順
調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

こども病院 3 3
○ 日々のアンケート回答から即応できるものには着実に対応するなど、療養環境の改善に努めたほか、医療・福祉・療育に関する相談等を適切に行った結果、相談件数の増加につな
がっており、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

市民病院 3 3
○ 患者のニーズを把握し医療サービスの質向上に向けた改善活動を行うとともに、患者・家族等からの相談に適切に対応するなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己
評価は「３」とする。

こども病院 3 3
○ 意欲ある人材確保に向けた取組の実施、新人看護職員等への計画的な研修の実施、他施設に従事する新人看護職員を対象とした研修の開催、認定看護師等資格取得支援制度を
活用した有資格者の拡大など、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

市民病院 3 3
○ 欠員への対応など看護職員の負担軽減を図りながら、採用活動に積極的に取り組むとともに、資格取得支援を継続して行うなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己
評価は「３」とする。

こども病院 3 3（→4）
○ 医療安全等の研修開催数をはじめとした全ての指標で目標を上回るとともに、感染防止対策の強化や医療安全対策の強化など、安全・安心な医療の提供に積極的に取り組んだほ
か、病院機能評価に向け、業務改善に継続的に取り組むとともに、ケアプロセス形式監査を強化するなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

市民病院 3 3（→4）
○ 感染対策や医療安全における地域連携の強化に加え、クリニカルパスの整備を通じて、標準的かつ透明性の高い医療を実践した。また、病院機能評価の更新認定を受け、多職種
連携による診療体制について評価されるなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

こども病院 3 3
○ 広報誌やホームページ等を活用し、地域住民を対象とした講座及び子育て中の保護者を対象とした専門医による新聞コラムの掲載を継続して行うなど、開かれた病院づくりに努
めており、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

市民病院 3 3 ○ ＳＮＳを活用した広報や、テレビや新聞記事による情報発信を積極的に行うなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

(3) 情報発信

２　患者サービス

(1) 病院スタッフの計画的な確保
と教育・研修

(2) 信頼される医療の実践
３　医療の質の向上

第１　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する
 目標を達成するためとるべき措置

１　医療サービス

(1) 良質な医療の実践

(2) 地域医療への貢献と
医療連携の推進

(3) 災害・感染症等への
適切な対応

令和７年度業務実績報告における各小項目の自己評価一覧

大項目 小項目
重点
項目

自己評価
自己評価の判断理由

　（※評価３以外の項目は色付きにて記載）

【小項目評価基準】 評価５・・・年度計画を大幅に上回って実施している。／評価４・・・年度計画を上回って実施している。／評価３・・・年度計画を順調に実施している。

評価２・・・年度計画を十分に実施できていない。／ 評価１・・・年度計画を大幅に下回っている。

参考資料４
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7年度
(参考)

6年度※

大項目 小項目
重点
項目

自己評価
自己評価の判断理由

　（※評価３以外の項目は色付きにて記載）

こども病院 2 2（→3）
○ 感染症の流行が少なかったことや物価高騰、令和６年度診療報酬改定の影響による厳しい状況下で、病院として進むべき方向性を見出し医療の質を落とさないよう取組をつづけ
公立病院としての役割は一定程度果たせたが、経常収支比率、医業収支比率ともに目標値を下回ったことから、年度計画を十分に実施できていないと判断し、自己評価は「２」とす
る。

市民病院 3 3
○ 救急搬送受入れ態勢の整備や地域医療機関への積極的な訪問により、病床利用率を引き上げ、医業収益の増加を達成した。入院期間の適正化による効率的な病床管理も定着し
ており、急性期病院としての機能を高めながら年度計画を確実に遂行した。経常収支比率、医業収支比率ともに目標値には達しなかったが、計画した増収対策・運用改善を実行してい
るため、自己評価は「３」とする。

こども病院 2 3
○ 病床再編など効率的な病床稼働に努めたほか、施設基準の適切な管理運用を行ったものの、１日当たり入院患者数（人）（病床利用率（％））が目標値を下回ったため、年度計画を
十分に実施できていないと判断し、自己評価は「２」とする。

市民病院 3 3（→4）
○ 毎朝の会議を通じて救急患者受入れ態勢や病床利用率等に関する情報共有を徹底した結果、目標値を全て達成するなど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は
「３」とする。

こども病院 3 3
○ 業務効率化を図るとともに、徹底した経費削減に取り組み、効果的かつ効率的な事業運営に努めていることから、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とす
る。

市民病院 3 3
○ 各種システムの導入により業務効率化を図るとともに、徹底した経費節減に取り組み、病院経営の効率化・健全化に向けた年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は
「３」とする。

3 ー ○ 病院の持続可能性を高めるための重要な方針決定を年度内に確実に実施したことから、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

※法人の自己評価と異なる評価を市が行った場合、右の要領で記載。（例：3（→4）　法人自己評価「3」→市の評価「4」）

3 ー
○ Ｗｅｂを活用しながら理事会や経営会議等を適宜開催し、迅速かつ的確に対応できる機動性の高い病院経営を行うとともに、主任級及び係長級研修に加え、課長級及び部長級職
員に対し研修を実施するなど管理体制の充実に努めたため年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

福岡市民病院のあり方検討への対応

3 ー
○ ＡＩを活用した診断補助や生成ＡＩの試行による医療の質向上・業務効率化に加え、サイバー攻撃を想定した訓練や全職員対象の研修を実施し、情報セキュリティ体制を強化するな
ど、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

第４　その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置

ー
○ 福岡市立こども病院においては、施設・設備についてはＰＦＩ事業の維持管理計画に基づき適切に実施するとともに、高潮対策については、当初計画より重要な対策工事へ変更し
実施したほか、ＰＦＩ事業の期間満了を見据え、事後評価に着手した。また、福岡市民病院においては、省エネルギー推進委員会を中心に病院全体で光熱費縮減に向けた取組みを行う
など、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。

２　収支改善

(1) 収益確保

(2) 費用節減

１　効率的かつ
　適正な運営

第２　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき
 措置

(2) 先端技術の活用推進等による業務改善

(1) 運営管理体制の充実

3

３　法令遵守と公平性・透明性の確保 2

１　持続可能な
　経営基盤の確立

(1) 経営基盤の安定化と
運営費負担金の適正化

(2) 施設・設備の適正管理

2
○ コンプライアンスやハラスメント、情報セキュリティ、個人情報保護についての研修を実施するとともに、個人情報の保護や情報公開についても適切に対応したが、自転車による飲
酒運転事案が発生し、市民の信頼を損なうこととなったため、自己評価は「２」とする。今後は、飲酒運転撲滅の徹底に努め、再発防止に取り組むこととする。

第３　財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

２　職場環境の向上に向けた取組 ◎ 3 3
○ 職員のメンタルサポートに努めるとともに、ハラスメントの防止に向けた研修の実施、両病院における各職種のタスクシフト等の取組など、職員が安心して働き続けることができ
るよう取り組んできたことから、年度計画を順調に実施していると判断し、自己評価は「３」とする。
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